
は

じ

め

に

延
長
五
年
（
九
二
七
）
撰
進
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
施
行

さ
れ
た
『
延
喜
式
』
巻
九
神
名
上
に
は
、
宮
中
で
祀
ら
れ
る
神
々

が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

宮
中
の
神
卅
六
座

神
祇
官
の
西
院
に
坐
す
御
巫
ら
の
祭
る
神
廿
三
座
〈
み
な

大
、
月
次
・
新
嘗
〉

御
巫
の
祭
る
神
八
座
〈
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
、
中
宮
・

東
宮
の
御
巫
も
ま
た
同
じ
〉

神
産
日
神

高
御
産
日
神

玉
積
産
日
神

生
産
日
神

足
産
日
神

大
宮
売
神

御
食
津
神

事
代
主
神

座
摩
の
巫
の
祭
る
神
五
座
〈
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〉

生
井
神

福
井
神

綱
長
井
神

波
比
祇
神

阿
須
波
神

御
門
の
巫
の
祭
る
神
八
座
〈
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〉

櫛
石
窓
神
〈
四
面
門

各
一
座
〉
豊
石
窓
神
〈
四
面

門

各
一
座
〉

生
嶋
の
巫
の
祭
る
神
二
座
〈
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〉

生
嶋
神

足
嶋
神

宮
内
省
に
坐
す
神
三
座
〈
み
な
名
神
大
、
月
次
・
新
嘗
〉

園
神
社

韓
神
社
二
座

平
安
朝
廷
の
宮
中
祭
祀
と
漢
国
神
社

伊

藤

純
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大
膳
職
に
坐
す
神
三
座
〈
み
な
小
〉

御
食
津
神
社

火
雷
神
社

高
倍
神
社

造
酒
司
に
坐
す
神
六
座
〈
大
四
座

小
二
座
〉

大
宮
売
神
社
四
座
〈
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〉

酒
殿
神
社
二
座
〈
み
な
小
〉

酒
弥
豆
男
神

酒
弥
豆
女
神

主
水
司
に
坐
す
神
一
座
〈
小
〉

鳴
雷
神
社

宮
内
省
で
祀
ら
れ
る
園
神
・
韓
神
。
な
ぜ
宮
内
省
で
園
神
・
韓

神
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
思
い
つ
く
と

こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。

一

園
神
・
韓
神
に
つ
い
て

ま
ず
、
園
神
・
韓
神
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。『
式
内
社
の
研
究
』
で
は

こ
の
二
社
は
宮
中
三
六
神
中
最
も
古
い
土
着
神
で
あ
っ
た
。

さ
れ
ば
韓
神
の
ご
と
き
は
そ
の
機
能
は
明
か
で
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
園
神
と
同
様
特
に
尊
崇
さ
れ
位
も
高
く
祭
儀
も

ま
た
丁
寧
で
あ
っ
た
（
延
喜
式
四
時
祭
式
）。
…
（
中
略
）
…

韓
神
に
つ
い
て
は
、
須
佐
之
男
の
尊
が
朝
鮮
か
ら
将
来
し
た

神
、
上
代
早
く
秦
氏
が
こ
の
地
を
占
め
て
祭
っ
て
い
た
神
な

ど
の
説
は
あ
る
が
、
土
着
神
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

（
秦
氏
が
こ
こ
に
進
出
し
て
韓
神
と
名
称
を
代
え
た
か
も
知

（
�
）

れ
な
い
。
古
事
記
で
は
大
年
神
の
子
神
と
な
っ
て
い
る
）。

と
述
べ
る
。
ま
た
、『
式
内
社
調
査
報
告
』
で
は

園
神
は
、
古
典
に
所
見
な
く
、
解
釈
に
苦
し
む
が
、
宮
内
省

の
園
池
を
守
る
神
で
あ
ら
う
か
。「
韓
神
」
は
、
古
事
記

（
上
）
に
、
大
年
神
の
子
と
し
て
見
え
る
韓
神
と
は
恐
ら
く

別
神
で
あ
ら
う
。
一
伝
に
よ
る
と
、
園
神
は
大
物
主
神
、
韓

神
は
大
己
貴
・
少
彦
名
二
神
で
、
疫
を
防
ぐ
神
で
あ
る
と
い

ふ
。
ま
た
い
ふ
、
延
暦
年
中
平
安
京
を
造
る
時
、
も
と
か
ら

坐
し
た
園
・
韓
神
を
他
所
に
遷
さ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
託
宣

が
あ
っ
て
、
な
ほ
こ
の
所
に
ゐ
て
帝
王
を
護
り
奉
ら
う
と
示
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（
�
）

さ
れ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
鎮
祭
し
た
、
と
。

と
あ
る
。

『
式
内
社
の
研
究
』・『
式
内
社
調
査
報
告
』
と
も
、
式
内
社
を

調
べ
る
際
に
は
一
番
に
手
に
す
る
書
で
あ
る
。

二
書
の
言
う
と
こ
ろ
を
私
な
り
に
ま
と
め
る
と
、
園
神
・
韓
神

と
も
、
後
に
平
安
宮
と
な
る
地
で
平
安
遷
都
以
前
か
ら
祀
ら
れ
て

い
た
神
で
あ
っ
た
。
園
神
・
韓
神
の
機
能
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か

の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
二
書
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
最
も
古
い
土
着
神
」、

「
も
と
か
ら
坐
し
た
園
・
韓
神
」
に
つ
い
て
の
根
拠
を
検
討
し
て

み
た
い
。

二

園
神
・
韓
神
に
つ
い
て
の
口
伝
史
料

一
一
一
一
年
頃
に
成
立
し
た
『
江
家
次
第
』
の
巻
五
に
は

園
并
韓
神
祭

（
頭
書
）
…
園
・
韓
神
口
伝
に
云
く
、
件
の
神
、
延
暦
以
前

に
此
に
坐
す
。
遷
都
の
時
、
造
宮
使
他
所
に
遷
し
奉
ら
ん
と

欲
す
。
神
託
宣
し
て
云
く
、
猶
此
処
に
座
し
て
帝
王
を
護
り

奉
ら
ん
と
云
云
。
仍
り
て
宮
内
省
に
鎮
坐
せ
し
む
、
式
に
云

く
、
園
神
一
座
、
韓
神
二
座

ま
た
、
一
二
一
二
年
か
ら
一
二
一
五
年
頃
に
成
立
し
た
『
古
事

談
』
で
は

園
・
韓
神
社
は
、
本
自
大
内
の
跡
に
坐
す
。
而
し
て
遷
都
の

時
、
造
宮
之
使
等
、「
他
所
に
移
す
べ
し
」
と
云
々
。
時
に

託
宣
し
て
云
は
く
、「
猶
ほ
此
処
に
坐
し
て
、
帝
皇
を
護
り

奉
ら
む
」
と
云
々
。
仍
り
て
宮
内
省
の
内
に
坐
す
、
と

云
々
。

『
江
家
次
第
』、
こ
の
一
〇
〇
年
後
に
成
立
し
た
『
古
事
談
』
と

も
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
口
伝
に
つ
い
て
西
田

長
男
は
、

園
韓
神
は
平
安
京
の
大
内
裏
に
延
暦
以
前
よ
り
祀
ら
れ
て
あ
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っ
た
。
そ
の
い
わ
ば
産
土
神
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
�
）

た
ぶ
ん
、
こ
の
所
伝
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
る
。
ま
た
、
足
立
尚
計
は
、

園
韓
神
が
地
主
神
で
あ
り
、
帝
王
守
護
の
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
し
か
も
、
平
安
遷
都
以
前
よ
り
神

社
と
し
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
…
（
中

略
）
…
平
安
遷
都
以
前
よ
り
鎮
座
し
て
い
た
地
方
私
祭
社
が

（
託
宣
の
背
景
を
明
確
に
し
得
な
い
が
）
宮
中
神
と
し
て
生

（
�
）

れ
か
わ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

足
立
尚
計
も
西
田
長
男
と
同
じ
よ
う
な
見
解
で
あ
る
。『
江
家

次
第
』
が
記
す
園
神
・
韓
神
の
口
伝
に
つ
い
て
、
平
安
遷
都
以
前

か
ら
後
に
平
安
宮
と
な
る
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
と
す
る
見
方
は
い

（
�
）

く
つ
か
の
辞
典
類
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
宮
内
省
で
祀
ら
れ
る
園
神
・
韓
神
が
、
平
安
遷
都
以
前

か
ら
の
土
着
神
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三

平
安
遷
都
以
前
の
京
都
盆
地

『
江
家
次
第
』、『
古
事
談
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
園
神
・
韓
神

は
平
安
遷
都
以
前
か
ら
、
後
に
平
安
宮
と
な
る
地
で
祀
ら
れ
て
い

た
と
す
る
見
方
は
多
い
。
後
に
平
安
宮
と
な
る
地
で
園
神
・
韓
神

が
祀
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
は
そ
れ
な
り
に
拓
け
て
い

て
、
人
々
の
生
活
の
痕
跡
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
後
に
平
安
宮
と
な
る
地
域
に
、
平
安
遷
都
以
前
に
営
ま
れ

た
人
々
の
痕
跡＝

遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

近
年
の
考
古
学
の
調
査
成
果
を
踏
ま
え
た
報
告
を
見
れ
ば
、
平

安
宮
域
と
な
る
地
域
、
現
在
の
千
本
丸
太
町
周
辺
に
は
平
安
遷
都

（
�
）

以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

平
安
宮
と
な
る
地
域
は
人
の
住
ま
ぬ
茫
漠
た
る
土
地
で
あ
っ
た
。

人
々
の
生
活
の
な
い
と
こ
ろ
で
園
神
・
韓
神
が
、
神
だ
け
が
祀
ら

れ
て
い
た
と
は
と
う
て
い
考
え
に
く
い
。『
江
家
次
第
』、『
古
事

談
』
が
記
す
園
神
・
韓
神
の
伝
承
を
除
け
ば
、
平
安
遷
都
以
前
か

（
�
）

ら
平
安
京
域
に
鎮
座
し
て
い
た
神
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
韓
神
は
そ
の
名
称
か
ら
、
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
秦
氏
が

祀
っ
て
い
た
神
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
秦
氏
の
活
動
の
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中
心
地
は
平
安
宮
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
方
の
広
隆
寺
を
含
む

太
秦
地
域
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
本

拠
地
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
、
し
か
も
未
開
の
地
に
自

ら
の
氏
族
が
奉
斎
す
る
神
を
祀
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
だ
ろ

う
。『

江
家
次
第
』
の
記
す
口
伝
は
、
平
安
遷
都
後
三
〇
〇
年
以
上

後
の
記
述
で
あ
り
、
平
安
遷
都
以
前
の
京
都
盆
地
の
様
子
、
茫
漠

た
る
未
開
の
土
地
で
あ
っ
た
、
と
い
う
記
憶
が
忘
れ
去
ら
れ
た
後

に
つ
く
ら
れ
た
園
神
・
韓
神
の
起
源
説
で
あ
ろ
う
。

『
江
家
次
第
』
の
記
述
を
も
と
に
、
園
神
・
韓
神
が
平
安
遷
都

以
前
か
ら
宮
内
省
と
な
る
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
土
着
神
と
考
え
る

の
は
間
違
い
で
あ
る
。

四

園
神
・
韓
神
の
神
階

こ
こ
で
は
、
平
安
朝
廷
が
園
神
・
韓
神
を
ど
の
よ
う
に
処
し
て

い
た
か
、
神
階
の
変
化
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
一
〇
月
二
〇
日

右
中
弁
兼
右
近
衛
中
将
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗
を
、
園

神
・
韓
神
等
社
に
向
わ
し
遣
わ
す
。
策
命
し
て
曰
く
、「
天

皇
が
詔
旨
に
申
し
給
く
、
御
冠
授
け
奉
ら
む
と
。
祷
申
賜
ひ

し
に
依
て
、
従
五
位
下
の
御
冠
を
授
け
奉
り
、
崇
め
奉
る
状

を
、
御
位
記
持
た
令
め
て
、
奉
り
出
す
此
状
を
聞
食
て
、
天

皇
朝
庭
を
常
磐
に
堅
磐
に
護
幸
奉
賜
へ
と
申
し
給
わ
く
と
」

申
す
。

こ
の
記
述
で
は
園
神
・
韓
神
が
何
処
に
鎮
座
し
て
い
た
の
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
従
五
位
下
の
冠
が
授
け
ら
れ
て
い
る
。

『
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
九
月
七
日

園
神
・
韓
神
を
以
て
、
名
神
に
列
す
。

こ
の
記
述
で
も
園
神
・
韓
神
の
鎮
座
地
は
不
明
だ
が
、
後
の
延

喜
の
制
で
は
最
高
位
と
な
る
名
神
の
位
が
授
け
ら
れ
る
。

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
正
月
二
七
日

京
畿
七
道
諸
神
、
階
を
進
め
、
及
び
新
叙
、
惣
て
二
百
六
十

七
社
。
…
（
中
略
）
…
宮
内
省
従
三
位
園
神
、
韓
神
並
に
正
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三
位
を
授
け
奉
る
。

こ
の
記
述
か
ら
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
は
園
神
・
韓
神
は

宮
内
省
で
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
園
神
・
韓
神
が
い

つ
か
ら
宮
内
省
で
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
残
念
な
が
ら

史
料
上
確
認
で
き
な
い
が
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
に
従
五
位

下
、
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
に
名
神
社
、
そ
し
て
貞
観
元
年
（
八

五
九
）
に
は
正
三
位
と
、
僅
か
一
〇
年
の
間
に
急
速
に
神
階
が
上

が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
園
神
・
韓
神
が
朝
廷
内
で
重
要
視
さ

れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。

五

園
神
・
韓
神
と
漢
国
神
社
の
祭
神

園
神
・
韓
神
、
こ
の
二
神
を
祭
神
と
す
る
神
社
が
奈
良
市
内
に

鎮
座
し
て
い
る
。
漢
国
神
社
で
あ
る
。

漢
国
（
漢
興
）
社
の
名
が
史
料
上
で
確
認
で
き
る
の
は
一
五
世

紀
後
半
で
あ
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
五
巻

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
月
二
一
日

漢
興
社
に
於
い
て
猿
楽
之
あ
り
。

そ
の
後
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
で
は
文
明
四
年
八
月
に

「
隠
（
漢
）
興
宮
」、
文
明
五
年
一
一
月
に
「
観
弘
」
が
確
認
で
き

る
。『

和
州
寺
社
記
』
巻
下
（
一
六
六
六
年
）
に
は

春
日
社

…奈
良
南
北
の
天
満
天
神
・
漢
国
明
神
・
子
守
三
枝
の
明
神
・

御
霊
の
御
神
・
氷
室
明
神
・
八
幡
大
菩
薩
・
祇
園
社
・
初
度

の
明
神
・
常
陸
の
明
神
は
そ
ぞ
ろ
そ
ぞ
ろ
に
お
は
し
ま
す
。

奈
良
中
の
氏
神
に
て
、
そ
れ
そ
れ
に
守
護
し
給
ふ
と
か
や
。

『
奈
良
名
所
八
重
桜
』
一
二
巻
（
一
六
七
九
年
）
で
は

観
音
堂
〈
酒
井

漢
郷
祠

眉
目
塚
〉
…
こ
の
北
小
路
よ

り
南
に
行
き
て
、
高
間
と
い
ふ
町
に
、
漢
郷
と
い
ふ
や
し
ろ

有
り
。
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と
あ
る
。
列
記
さ
れ
る
神
社
、
高
間
（
高
天
）
町
に
漢
郷
（
国
）

社
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
見
え
る
漢
国
神
社
は
、
現
在
奈
良

市
内
に
鎮
座
す
る
漢
国
神
社
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

漢
国
神
社
の
祭
神
に
つ
い
て
は
『
南
都
名
所
集
』
巻
六
（
一
六

七
五
年
）
に
は
「
率
川
大
明
神
」
項
の
中
で

こ
の
あ
た
り
に
、
漢
国
の
明
神
と
て
お
は
し
ま
す
。
こ
れ
は

園
韓
神
、
名
な
し
の
雉
を
い
は
ひ
け
る
社
な
り
。

と
あ
る
。『
大
和
名
所
記
│
和
州
旧
跡
幽
考
│
』
巻
三
（
一
六
八

一
年
）
で
も

率
川
坂
本
陵

林
の
小
路
、
韓
国
の
社
の
奥
な
る
念
仏
寺
の

境
内
に
あ
り
と
古
老
の
つ
た
へ
な
り
。
韓
国
の
社
は
園
韓

神
、
是
、
名
無
雉
な
り
。〈
社
説
〉
俗
に
加
牟
古
不
の
社
と

い
ふ
。

と
あ
り
、
漢
国
神
社
の
祭
神
が
園
神
・
韓
神
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

奈
良
に
鎮
座
す
る
漢
国
神
社
の
祭
神
が
園
神
・
韓
神
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
漢
国
神
社
の
祭
神
と
平
安
宮
の
宮
内
省
で
祀
ら
れ
た
園

神
・
韓
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
『
日
本
社
寺
大
観

神
社
篇
』
で

は

漢
国
神
社

清
和
天
皇
貞
観
元
年
正
月
二
十
七
日
、
平
安
城
宮
内
省
に
当

（
�
）

社
祭
神
を
勧
請
し
て
、
皇
室
の
守
護
神
と
な
し
給
へ
り
。

と
あ
る
。
ま
た
、
今
井
啓
一
は
漢
国
神
社
に
つ
い
て

奈
良
市
漢
国
町
鎮
座
。
…
（
中
略
）
…
『
延
喜
式
』
神
名
帳

に
は
宮
内
省
に
坐
す
神
三
座
と
し
て
園
神
社
・
韓
神
社
二
座

が
み
え
、
そ
の
叙
位
な
ど
が
、『
文
徳
実
録
』『
三
代
実
録
』

に
散
見
す
る
。
蓋
し
平
安
宮
の
官
衙
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
た

（
�
）
か
。

と
あ
る
。
奈
良
の
漢
国
神
社
の
祭
神
で
あ
る
園
神
・
韓
神
が
、
平
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安
朝
廷
の
宮
内
省
に
勧
請
さ
れ
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
。

六

漢
国
神
社
と
藤
原
不
比
等

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
の
奥
書
の
あ
る
『
大
倭
神
社
註
進
状

並
率
川
神
社
記
』（
三
輪
叢
書

一
九
二
八
年
、
大
神
神
社
史
料

二
巻

一
九
七
四
年

所
収
）
に
は
「
園
韓
神
社
三
座
」
と
し
て

大
神
氏
家
牒
に
曰
く
、
養
老
年
中
、
藤
史
亦
園
韓
神
社
を
建

て
奉
斎
す
。

と
あ
る
。
養
老
年
中
（
七
一
七
〜
七
二
三
）
に
「
藤
史
」、
す
な

わ
ち
藤
原
不
比
等
（
六
五
九
〜
七
二
〇
）
が
園
韓
神
社＝

漢
国
神

社
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。「
園
韓
神
社
を
建
て
」
と

い
う
こ
と
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
は
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
、
晩
年
を
迎
え
た
不
比
等
が
、
漢
国
神
社
を
厚
く

処
し
、
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

藤
原
氏
と
言
え
ば
春
日
社
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
が
、
春
日
社

が
創
祀
さ
れ
た
の
は
、
社
伝
に
よ
れ
ば
神
護
景
雲
二
年
（
七
六

八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
春
日
社
の
創
祀
以
前
前
に
、
す
で
に
漢
国

神
社
は
奈
良
の
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

七

ま
と
め
に
か
え
て

│
な
ぜ
宮
内
省
で
園
神
・
韓
神
が
祀
ら
れ
た
か
│

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
て
み
た
い
。

⑴
平
安
朝
廷
の
宮
内
省
で
は
園
神
・
韓
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

⑵
宮
内
省
で
祀
ら
れ
た
園
神
・
韓
神
は
平
安
遷
都
以
前
か
ら
平
安

宮
と
な
る
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
と
す
る
口
伝
が
あ
る
が
、
考
古
学

の
知
見
か
ら
、
こ
れ
は
認
め
が
た
い
。

⑶
平
安
朝
廷
は
園
神
・
韓
神
に
高
い
神
階
を
与
え
て
い
た
。

⑷
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
は
宮
内
省
で
園
神
・
韓
神
が
祀
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

⑸
漢
国
神
社
の
祭
神
は
園
神
・
韓
神
で
あ
る
。

⑹
藤
原
不
比
等
は
漢
国
神
社
を
厚
く
処
し
、
重
視
し
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
園
神
・
韓
神
と
藤
原
氏
の
朝

廷
内
で
の
動
向
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
園
神
・
韓
神

が
宮
内
省
で
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。

漢
国
神
社
を
重
視
し
た
藤
原
不
比
等
は
、
大
宝
律
令
・
養
老
律

令
の
編
纂
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
日
本
の
律
令
制
度
の
基
礎
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を
確
立
し
た
。
ま
た
、
不
比
等
の
娘
・
宮
子
は
文
武
天
皇
の
夫
人

と
な
り
、
七
〇
一
年
に
首
皇
子
（
後
の
聖
武
天
皇
）
を
生
ん
だ
。

宮
子
の
妹
・
光
明
子
も
聖
武
天
皇
の
皇
后
と
な
り
孝
謙
天
皇
を
生

ん
だ
。
娘
を
後
宮
に
入
れ
天
皇
の
外
戚
と
な
る
手
法
は
不
比
等
に

よ
っ
て
敷
か
れ
た
。
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
三
月
に
不
比
等
は
右

大
臣
正
二
位
と
な
り
、
同
年
八
月
に
没
す
る
。『
大
倭
神
社
註
進

状
並
率
川
神
社
記
』
に
記
す
「
園
韓
神
社
を
建
て
」
た
頃
は
、
不

比
等
が
政
権
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た
時
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
不

比
等
は
藤
原
四
家
（
南
・
北
・
式
・
京
）
の
祖
で
も
あ
り
、
藤
原

氏
隆
盛
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。

宮
内
省
で
園
神
・
韓
神
が
祀
ら
れ
た
背
景
を
推
定
す
る
に
あ
た

り
、
不
比
等
か
ら
の
藤
原
氏
（
北
家
）
の
系
譜
を
お
さ
え
て
お
き

た
い
。

不
比
等
│
（
北
家
）
房
前
│
真
楯
│
内
麻
呂
│
冬
嗣
│
良
房

私
が
注
目
す
る
の
は
藤
原
良
房
（
八
〇
四
〜
八
七
二
）
の
周
辺

で
あ
る
。
良
房
の
娘
・
藤
原
明
子
（
八
二
九
〜
九
〇
〇
）
は
文
徳

天
皇
（
八
二
七
〜
八
五
八
・
在
位
八
五
〇
〜
八
五
八
）
の
女
御
と

な
り
清
和
天
皇
（
八
五
〇
〜
八
八
〇
・
在
位
八
五
八
〜
八
七
六
）

を
生
む
。
良
房
は
九
歳
で
位
に
つ
い
た
清
和
天
皇
の
摂
政
と
な

る
。
皇
族
以
外
で
は
良
房
が
初
め
て
摂
政
の
座
に
就
い
た
。
藤
原

氏
に
よ
る
摂
関
政
治
の
基
礎
を
確
立
し
た
の
が
良
房
な
の
で
あ

（

）
る
。以

下
、
時
系
列
で
園
神
・
韓
神
の
祭
祀
と
藤
原
氏
の
関
係
を
見

た
い
。

八
五
〇
年
三
月
二
五
日
（
日
本
三
代
実
録
）

藤
原
明
子
、
後
の
清
和
天
皇
を
生
む
。

八
五
〇
年
四
月
一
七
日
（
文
徳
天
皇
実
録
）

五
五
代
文
徳
天
皇
即
位

八
五
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
（
文
徳
天
皇
実
録
）

園
神
・
韓
神
等
社
に
従
五
位
下
を
授
け
る
。

八
五
五
年
九
月
七
日
（
文
徳
天
皇
実
録
）

園
神
・
韓
神
が
名
神
と
な
る
。

八
五
八
年
八
月
二
七
日

五
六
代
清
和
天
皇
、
九
歳
に
て
即
位
。
藤
原
良
房
、
清
和
天

皇
の
摂
政
と
な
る
。

八
五
九
年
正
月
二
七
日
（
日
本
三
代
実
録
）

宮
内
省
で
祀
ら
れ
る
従
三
位
の
園
神
・
韓
神
に
正
三
位
を
授
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け
る
。

時
の
流
れ
に
沿
っ
て
見
る
と
、
藤
原
氏
が
権
力
の
頂
点
に
立
つ

過
程
、
良
房
が
摂
政
の
座
に
就
く
過
程
と
、
園
神
・
韓
神
の
神
階

向
上
と
は
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
良
房
は
藤
原
氏
の
家
系
隆
盛
を

築
い
た
始
祖
・
不
比
等
が
厚
く
処
し
た
漢
国
神
社
の
祭
神
、
園

神
・
韓
神
を
平
安
宮
に
勧
請
し
て
祀
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

園
神
・
韓
神
を
祀
っ
た
の
は
神
祇
官
で
は
な
く
、
宮
内
省
で
あ
っ

た
。宮

内
省
は
天
皇
家
の
家
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
外
廷
的
要
素
も

（

）

あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
宮
内
省
の
一
義
的
な
機
能
は
天
皇
家
の
家
政
機
関
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

藤
原
氏
が
天
皇
家
の
外
戚
と
な
り
、
つ
い
に
は
皇
族
で
な
い
藤

原
氏
の
良
房
が
摂
政
の
座
を
奪
取
し
、
自
ら
が
天
皇
家
の
内
廷
の

側
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
良
房
が
補
佐
し
、
仕
え
る
べ
き

文
徳
天
皇
、
清
和
天
皇
は
、
天
皇
が
居
住
す
べ
き
内
裏
か
ら
日
常

（

）

的
に
排
除
さ
れ
て
い
た
。
朝
廷
は
い
わ
ば
良
房
の
独
裁
状
態
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
氏
族
の
始
祖
で
あ
る
不
比
等
が

厚
く
処
し
て
い
た
、
漢
国
神
社
の
祭
神
、
園
神
・
韓
神
を
天
皇
家

の
家
政
機
関
で
あ
る
宮
内
省
に
勧
請
し
て
祀
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
良
房
の
独
裁
権
力
で
朝
廷
が
牛
耳
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

国
家
的
祭
祀
を
司
っ
た
神
祇
官
で
は
な
く
、
漢
国
神
社
か
ら
勧

請
し
た
園
神
・
韓
神
を
天
皇
家
内
廷
の
宮
内
省
で
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
九
世
紀
中
頃
の
藤
原
氏
の
権
力
確
立
過
程
を
お
さ
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

漢
国
神
社
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
多
く
の
人
が
用
い

る
史
料
に
『
大
倭
神
社
註
進
状
並
率
川
神
社
記
』（
奥
書
一
一
六

七
年
）
や
『
大
神
神
三
社
鎮
座
次
第
』（
奥
書
一
三
四
六
年
）
が

あ
る
。
こ
の
二
書
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
中
頃
の
偽
書
と
い
う
見

（

）

解
が
あ
る
。
一
方
、『
大
倭
神
社
註
進
状
並
率
川
神
社
記
』
に
つ

い
て
は
「
そ
の
な
か
に
は
、
軽
視
で
き
ぬ
所
伝
あ
る
い
は
解
釈
も

あ
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
を
『
妄
り
に
造
作
し
た
も
の
』
と
無
視
す

（

）

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

し
か
し
、
私
に
は
ど
の
部
分
が
「
軽
視
で
き
ぬ
所
伝
あ
る
い
は
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解
釈
」
な
の
か
は
判
断
で
き
な
い
の
で
、
二
書
と
も
排
し
て
論
を

進
め
た
か
っ
た
が
、「
六

漢
国
神
社
と
藤
原
不
比
等
」
で
『
大

倭
神
社
註
進
状
並
率
川
神
社
記
』
の
一
節
を
自
説
の
た
め
に
引
か

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
最
も
批
判
を
受
け
る
部
分
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
奈
良
の
地
誌
類
、『
奈
良
坊
目
拙
解
』（
一

七
三
五
年
）、『
平
城
坊
目
考
』（
一
八
九
〇
年
）
な
ど
に
多
く
引

か
れ
る
『
元
要
記
』
に
は
、
漢
国
神
社
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

る
。『
元
要
記
』
に
つ
い
て
も
一
七
世
紀
中
頃
に
作
成
さ
れ
た
と

（

）

す
る
見
解
が
あ
る
の
で
、
自
説
に
は
用
い
な
か
っ
た
。『
元
要
記
』

の
影
響
が
な
い
と
思
わ
れ
る
『
和
州
寺
社
記
』（
一
六
六
六
年
）

や
『
奈
良
名
所
八
重
桜
』（
一
六
七
九
年
）、『
南
都
名
所
集
』（
一

六
七
五
年
）、『
大
和
名
所
記
』（
一
六
八
一
年
）
な
ど
を
引
き
、

自
明
で
あ
る
は
ず
の
漢
国
神
社
の
祭
神
を
確
認
し
た
か
っ
た
次
第

で
あ
る
。

思
い
付
き
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
小
文
に
対
し
、
諸
氏
の
叱
正
を
賜

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
１
）
志
賀
剛
『
式
内
社
の
研
究
』
二
巻
（
雄
山
閣

一
九
七
七
年

三
〇
頁
）。

（
２
）
『
式
内
社
調
査
報
告
』
一
巻
（
皇
学
館
大
学
出
版
部

一
九

七
九
年

三
〇
頁
）。

（
３
）
西
田
長
男
「
韓
神
社
の
創
祀
と
秦
氏
と
の
関
係
」（『
日
本
神

道
史
研
究
』
一
〇
巻

講
談
社
一
九
七
八
年

一
八
五
頁

初

出
一
九
五
九
年
）。

（
４
）
足
立
尚
計
「
園
韓
神
祭
の
成
立
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
九

の
六

一
九
九
四
年

一
〇
一
頁
）。

（
５
）
猪
熊
兼
繁
「
園
韓
神
祭
」「
園
韓
神
社
」（『
日
本
史
大
辞
典
』

六
巻

河
出
書
房
新
社

一
九
八
五
年
）、「
園
韓
神
社
」（『
寺

院
神
社
大
事
典
』
平
凡
社

一
九
九
七
年
）、
杉
本
一
樹
「
園

韓
神
祭
」（『
神
道
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
四
年
）。

（
６
）
考
古
学
的
知
見
に
つ
い
て
は
、
山
田
邦
和
「
平
安
京
と
そ
の

周
辺
」（『
日
本
の
古
代
遺
跡
２８

京
都
Ⅱ
』
保
育
社

一
九
九

二
年
）、
永
田
信
一
「
平
安
遷
都
前
後
」（『
よ
み
が
え
る
平
安

京
』
淡
交
社

一
九
九
五
年
）、
高
橋
潔
「
遷
都
以
前
の
山
背

国
」（『
古
代
の
都
３

恒
久
の
都
平
安
京
』
吉
川
弘
文
館

二

〇
一
〇
年
）
に
よ
る
。

（
７
）
上
田
正
昭
「
神
々
の
世
界
」（『
京
都
の
歴
史
』
一
巻

京
都

市
史
編
さ
ん
所

一
九
七
〇
年
）。

（
８
）
「
漢
国
神
社
」（『
日
本
社
寺
大
観

神
社
篇
』
日
出
新
聞
社

一
九
三
三
年
）。

（
９
）
今
井
啓
一
「
漢
国
神
社
」（『
国
史
大
辞
典
』
三
巻

一
九
八

三
年
）。

（

）
藤
原
良
房
が
権
力
の
頂
点
に
就
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
隅

― ６７ ―



清
陽
「
貴
族
政
権
へ
の
道
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
五
巻

岩
波
書
店

一
九
九
五
年
）、
吉
川
真
司
「
平
安
京
」（『
日
本

の
時
代
史
』
五
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し

い
。

（

）
東
野
治
之
「
内
廷
と
外
廷
│
宮
内
省
の
性
格
を
中
心
と
し
て

│
」（『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房

一
九
九
七
年

初

出
一
九
八
〇
年
）。

（

）
目
崎
徳
衛
「
文
徳
・
清
和
両
天
皇
の
御
在
所
を
め
ぐ
っ
て
│

律
令
政
治
衰
退
過
程
の
一
分
析
│
」（『
貴
族
社
会
と
古
典
文

化
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九
五
年

初
出
一
九
七
〇
年
）。

（

）
西
田
長
男
『
群
書
解
題
』
第
六
（
続
群
書
類
従
完
成
会

一

九
六
二
年
）。

（

）
上
田
正
昭
「
解
題
」（『
神
道
大
系
』
神
社
編
一
二

神
道
大

系
編
纂
会

一
九
八
九
年
）。

（

）
森
本
仙
介
「『
元
要
記
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て

│
一
七
世
紀
、
春
日
祢
宜
に
よ
る
神
書
作
成
の
一
端
│
」（『
神

道
宗
教
』
一
七
五
号

一
九
九
九
年
）。

― ６８ ―




